
で
す

由
利
本
荘
市
議
会

令和元年度決算を認定　　　　▶Ｐ２

議論の中からピックアップ　▶Ｐ４

ここが聞きたい　一般質問　▶Ｐ８

第三セクター調査特別委員会中間報告　▶Ｐ１４

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　▶Ｐ１６

９月定例会

由利本荘市議会だより
令和２年／２０２０年１１月１日　第６２号

編
集
後
記

ま
ち
の

声
か
ら

　
１
３
０
３
年
前
（
養
老
元
年
・
７
１
７
年
）
８

人
に
よ
っ
て
開
村
さ
れ
た
百
宅
に
、
鳥
海
ダ
ム
建

設
の
話
が
出
て
か
ら
５０
年
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
９
月
５
日
、
佐
竹
秋
田
県
知
事
、
長

谷
部
由
利
本
荘
市
長
立
ち
会
い
の
も
と
、
国
土
交

通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
と
補
償
基
準
に
調
印
し

移
転
に
向
け
た
住
宅
の
解
体
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
移
転
先
で
の
慣
れ
な
い
生
活
不
安
と
長
年
住

み
慣
れ
た
ふ
る
さ
と
を
離
れ
る
寂
し
さ
で
複
雑
な

心
境
で
す
が
、
百
宅
と
い
う
地
名
の
保
存
、
歴
史

や
文
化
の
記
録
保
存
、
記
念
碑
建
立
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様
及
び
市

当
局
に
は
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
０
２
８
年
に
は
世
界
に
誇
れ
る
鳥
海
ダ
ム
が

完
成
し
、
地
域
の
安
全
、
安
心
を
支
え
る
と
と
も

に
、
そ
こ
に
人
々
が
集
い
、
ダ
ム
や
水
源
地
域
の

役
割
を
体
現
し
、
百
宅
の
地
名
と
そ
の
歴
史
を
末

永
く
後
世
に
語
り
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

我
が
ふ
る
さ
と
百
宅

―

鳥
海
ダ
ム
に
よ
る
移
転
に
あ
た
り―

委
員
長
　
　
佐
々
木
　
茂

副
委
員
長
　
岡
見
　
善
人

委
員
　
　
　
正
木
　
修
一

　
　
　
　
　
伊
藤
　
岩
夫

　
　
　
　
　
今
野
　
英
元

　
　
　
　
　
佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　
佐
藤
　
義
之

　
　
　
　
　
小
松
　
浩
一

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
行
事
が
中
止

と
な
り
、
自
宅
に
居
る
時
間
が
長
く

な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
は
読
書
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
読
ん
だ
本
を

再
読
す
る
と
、
新
し
い
発
見
、
喜
び

が
あ
り
ま
す
。

　
詩
人
・
茨
木
の
り
子
も
そ
の
１
人

で
す
。
彼
女
の
残
し
た
詩
集
や
散
文

を
読
む
と
、
豊
か
で
品
格
が
あ
り
、

時
に
は
優
し
く
、
時
に
は
社
会
を
激

し
く
撃
つ
言
葉
が
読
者
を
包
み
込
み

ま
す
。

　
ま
さ
に
言
葉
で
人
間
、
社
会
を
描

く
の
が
詩
、
文
学
。
言
葉
で
人
間
を

救
う
の
が
宗
教
。
そ
し
て
言
葉
で
人
間
、

社
会
を
動
か
す
の
が
政
治
で
す
。

　（
今
野
英
元
）

の父は由利高原鉄道の車両整備をしていま

す。以前、父の仕事を見せてもらったことが

ありますが、乗客のために汗を流しながら電車の

隅々を点検整備する姿を、とてもかっこいいと思い

ました。電車に乗ってみると乗り心地がよく、窓か

ら見る由利本荘市の景色はとても美しかったです。

　鉄道は、お年寄りや学生など、自動車を運転しな

い市民にとって大切な交通手段です。今、羽後本荘

駅舎の改築が進められています。新しい駅舎には東

口ができるので、駅周辺の活性化が期待されていま

す。また、構内のバリアフリー化により利便性が増

すと聞いています。今後、電車の利用客がもっと増

えて、さらに暮らしやすい由利本荘市になるように

願っています。

利本荘市の自慢のできる素晴らしいところは、

ごてんまり、こけし、お祭りの大名行列、本荘

ハムフライなどたくさんあります。私は、地域の活

動に参加したり、学校で学んだりしてそれらに関わっ

てきました。

　その中で、ごてんまりを祖母と一緒に作ったこと

がとても心に残っています。糸を重ねてぬうところ

がとても大変でした。祖母のように上手にはできな

かったけれども、模様が整い、きれいに仕上がった

のを見たとき、苦労して作った分、とても感激しま

した。

　このすてきなごてんまりの伝統がこの後もずっと

残っていくように、私も素晴らしさを伝えていきた

いと思います。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.20

僕 由

私のまちの自慢「ごてんまり」車窓から見える未来

鶴舞小学校 ６年
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ろ
う

い
ち

た

さ

と
う

さ
ん

鳥
海
地
域 

  

　　　　　　　　（
町
内
名
　百
宅
）

佐
藤  

一
太
郎

２９０人の大運動会



　
市
議
会
で
は
、
令
和
２
年
６
月
30
日

の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
７
名
の
委
員

に
よ
る
「
第
三
セ
ク
タ
ー
に
係
る
調
査

特
別
委
員
会
」
を
設
置
。「
第
三
セ
ク

タ
ー
の
自
主
性
を
最
大
限
引
き
出
す
」

を
テ
ー
マ
に
調
査
検
討
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　
そ
の
、
前
期
調
査
活
動
と
結
果
に
つ

い
て
、
９
月
18
日
本
会
議
に
お
い
て
、

次
の
４
つ
の
項
目
に
わ
た
る
市
当
局
へ

の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
中
間
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

  

1  
第
三
セ
ク
タ
ー
全
般
に
係
る

 

共
通
事
項
に
つ
い
て
の
提
言

  

2  

前
期
審
査
対
象
第
三
セ
ク
タ
ー

  

４
社
に
係
る
提
言

  

3  

さ
ら
な
る
人
口
減
少
を
視
野
に

入
れ
た
経
営
基
盤
の
強
化
に

つ
い
て

  

4  

秋
田
県
や
合
併
前
の
旧
町
と
の

申
し
合
わ
せ
事
項
な
ど
に

つ
い
て

　
こ
の
中
よ
り
「
1
第
三
セ
ク
タ
ー
全

般
に
係
る
共
通
事
項
に
つ
い
て
の
提
言
」

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
指
定
管
理
の
基
本
要
素
で
あ
る

設
置
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
　
指
定
管
理
者
制
度
に
お
い
て
は
、

　
　
施
設
の
設
置
の
根
拠
、
管
理
の
方

　
　
法
に
つ
い
て
は
自
治
体
の
条
例
に

　
　
基
づ
い
て
行
う
と
さ
れ
て
お
り
ま

　
　
す
が
、
条
例
の
制
定
時
と
現
況
の

　
　
事
業
な
ど
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る

　
　
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
立
の

　
　
意
義
な
ど
に
立
ち
返
り
条
例
を
見

　
　
直
し
す
る
こ
と
。

②
　
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
の
趣
旨
で
あ

　
　
る
「
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
事

　
　
業
」
を
「
効
果
的
か
つ
効
率
的
」

　
　
に
達
成
す
る
目
的
や
、「
地
域
振

　
　
興
等
」
の
観
点
に
お
い
て
、
よ
り

　
　
柔
軟
な
発
想
で
条
例
の
趣
旨
の
達

　
　
成
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
民

　
　
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
で
」
の

　
　
原
則
に
従
い
譲
渡
な
ど
に
よ
り
活

　
　
性
化
を
図
る
こ
と
。

（
２
）
指
定
管
理
料
な
ど
の
見
え
る
化
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
は
「
公
共
性
・
公
益
性
」

に
お
い
て
住
民
福
祉
の
向
上
が
基
本
で

あ
り
、
そ
の
施
設
の
維
持
管
理
及
び
運

営
を
主
た
る
目
的
と
し
て
の
設
立
が
原

点
で
す
が
、
実
際
に
は
「
公
共
性
・
公

益
性
」
な
ど
条
例
の
趣
旨
を
超
え
、
民

間
企
業
と
同
種
の
事
業
経
営
を
行
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
そ
の
境
が
見

え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
形
態
が
、
委
託
者
で
あ
る

市
と
受
託
者
で
あ
る
事
業
者
双
方
の
責

任
の
所
在
を
曖
昧
に
し
、
緊
張
感
に
欠

け
る
一
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
責
任

の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
事
業
発
展
に

資
す
る
た
め
に
次
の
八
つ
の
点
を
踏
ま

え
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
を
求
め
る

も
の
で
す
。

①
　
市
は
最
大
株
主
と
し
て
、
事
業
者

　
　
自
ら
が
経
営
努
力
を
使
命
と
し
、

　
　
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に

　
　
す
る
た
め
に
、
事
業
者
の
や
る
気
・

　
　
意
欲
・
目
的
意
識
を
堅
持
し
継
続

　
　
さ
せ
る
こ
と
が
「
事
業
者
に
と
っ

　
　
て
の
適
正
な
利
益
」
に
つ
な
が
る

　
　
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
。

②
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
責
任
者
は

　
　
原
則
常
勤
と
し
、
民
間
の
経
営
ノ

　
　
ウ
ハ
ウ
を
有
し
、
結
果
責
任
を
含

　
　
め
経
営
に
関
す
る
全
体
的
な
責
任

　
　
を
負
う
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
登

　
　
用
す
る
。
ま
た
、
経
営
規
模
に
見

　
　
合
っ
た
必
要
最
小
限
の
人
員
で
業

　
　
務
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
の
人

　
　
材
育
成
の
充
実
を
図
り
、
シ
ン
プ

　
　
ル
で
有
機
的
な
組
織
形
態
に
な
る

　
　
よ
う
支
援
を
図
る
。

③
　
指
定
管
理
者
制
度
を
さ
ら
に
活
性

　
　
化
さ
せ
る
に
は
、「
企
業
は
利
益

　
　
を
上
げ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

　
　
が
基
本
」
と
の
観
点
か
ら
、「
社

　
　
内
留
保
」
に
つ
い
て
は
「
市
民
の

　
　
満
足
度
を
高
め
る
」
こ
と
を
原
則

　
　
に
許
容
す
る
と
共
に
、
指
定
管
理

　
　
料
の
「
見
え
る
化
」
を
図
る
。

④
　
光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

　
　
気
候
や
施
設
規
模
、
社
会
経
済
環

　
　
境
の
変
化
な
ど
に
よ
る
影
響
が
大

　
　
き
い
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
料
に

　
　
占
め
る
光
熱
水
費
を
精
算
制
に
す

　
　
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

⑤
　
指
定
管
理
業
務
の
収
支
を
明
確
に

　
　
把
握
す
る
意
味
で
、
利
益
と
一
般

　
　
管
理
費
、
間
接
経
費
の
明
確
な
資

　
　
料
を
作
成
し
、
前
述
④
の
影
響
回

　
　
避
に
努
め
る
こ
と
を
条
件
に
、
補

　
　
助
金
、
委
託
料
、
指
定
管
理
料
な

　
　
ど
を
問
わ
ず
事
業
者
の
財
政
負
担

　
　
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
明
記
す

　
　
る
。

⑥
　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
は
、「
公

　
　
共
性
・
公
益
性
」
の
趣
旨
を
超
え

　
　
民
間
企
業
と
同
種
の
経
営
形
態
も

　
　
あ
り
、
条
例
の
趣
旨
に
従
い
柔
軟

　
　
な
発
想
で
、
達
成
可
能
な
事
業
な

　
　
ど
に
つ
い
て
は
「
民
間
が
で
き
る

　
　
も
の
は
民
間
に
」
の
原
則
に
従
い
、

　
　
自
立
経
営
や
譲
渡
な
ど
に
よ
り
活

　
　
性
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
考
え

　
　
方
と
す
る
。

⑦
　
地
域
経
済
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
非
常
事
態

　
　
に
お
い
て
は
、
そ
の
経
営
実
態
の

　
　
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
逼
迫

　
　
す
る
事
業
へ
の
支
援
は
「
市
民
生

　
　
活
を
支
え
る
」
と
い
う
第
三
セ
ク

　
　
タ
ー
の
設
置
意
義
に
係
る
事
業
を

　
　
念
頭
に
十
分
に
精
査
し
行
う
こ
と
。

⑧
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
責
任
の
重

　
　
要
な
部
分
は
、
実
態
と
し
て
市
が

　
　
負
う
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
事

　
　
業
の
解
散
な
ど
に
係
る
重
要
な
手

　
　
続
き
に
つ
い
て
も
明
記
す
る
こ
と
。

（
３
）
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る

支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
現
在
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
係
る
市
の

所
管
は
、
総
務
部
、
農
林
水
産
部
、
商

工
観
光
部
及
び
各
総
合
支
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
の
行
政
目
的
で
あ
る
「
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
事
業
」
を
「
効
果
的
か

つ
効
率
的
」
に
達
成
す
る
た
め
に
、
設

立
さ
れ
た
法
人
の
最
も
重
要
視
す
べ
き

こ
と
は
「
迅
速
な
経
営
判
断
」
で
す
。

　
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
指
定
管

理
を
行
っ
て
い
る
施
設
の
修
繕
へ
の
対

応
や
経
営
に
か
か
る
「
報
告
・
連
絡
・

相
談
」
な
ど
を
受
け
る
市
の
窓
口
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
し
、
支
援
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
。

（
４
）
委
託
業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
委
託
業
務
を
追
加

す
る
手
法
が
散
見
さ
れ
、「
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
事
業
」
の
意
義
が
、
雇

用
対
策
へ
と
代
わ
り
、
そ
の
こ
と
が
目

的
化
さ
れ
て
い
る
感
が
し
ま
す
。
ま
た
、

業
務
の
煩
雑
化
に
よ
り
経
営
の
一
体
性

に
欠
け
る
な
ど
の
弊
害
も
あ
り
、
委
託

業
務
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

（
５
）
取
締
役
会
の
充
実
と

　
　
　
　
　
　
　人
材
育
成
に
つ
い
て

　
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
行
政
が
有
し
て

い
る
公
共
性
と
民
間
が
有
し
て
い
る
効

率
性
・
機
動
性
、
双
方
の
利
点
を
共
有

す
る
こ
と
で
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
が
、

責
任
あ
る
経
営
者
の
不
在
に
よ
り
企
業

と
し
て
の
使
命
で
あ
る
研
鑽
や
情
報
収

集
、
人
材
育
成
な
ど
の
企
業
努
力
の
低

下
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
は
最
大
株
主
と

し
て
、
取
締
役
会
と
連
携
し
、
機
能
充

実
や
人
材
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

※

　報
告
書
全
文
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

特別委員会の現地調査の様子（天鷺ワイン城）
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実質収支は16億2376万3千円の黒字

令和元年度 一般会計決算令和元年度 一般会計決算

１３特別会計の状況１３特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

１６１億７５８０万４千円 １６１億１２９６万５千円 １５７億６３７０万８千円 ３億４９２５万７千円

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水道事業

ガス事業

２７億４０８４万６６７円

１１億８６０３万４６８８円

２３億３６７５万９５９１円

１１億２５０１万８２３５円

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和元年度 平成３０年度

市債残高計

市民１人あたり

当該年度末人口

６９０億４万２千円

９１２，２７６円

７５，６３５人

７０６億３４３万４千円

９１９，５０７円

７６，７８４人

19億8133万5千円

16億2376万3千円

実質収支

3億5757万2千円

令和２年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

2011万7千円

481億

歳出総額

3878万2千円

461億

令和元年度決算を認定

１３特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、休日応急診療所運営特別会計、情報
センター特別会計、奨学資金特別会計、介護サービス事業特別会計、下水道事業特別会計、集落排水事業特別会計、
スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計
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市
議
会
で
は
、
令
和
２
年
６
月
30
日

の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
７
名
の
委
員

に
よ
る
「
第
三
セ
ク
タ
ー
に
係
る
調
査

特
別
委
員
会
」
を
設
置
。「
第
三
セ
ク

タ
ー
の
自
主
性
を
最
大
限
引
き
出
す
」

を
テ
ー
マ
に
調
査
検
討
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　
そ
の
、
前
期
調
査
活
動
と
結
果
に
つ

い
て
、
９
月
18
日
本
会
議
に
お
い
て
、

次
の
４
つ
の
項
目
に
わ
た
る
市
当
局
へ

の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
中
間
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

  

1  
第
三
セ
ク
タ
ー
全
般
に
係
る

 

共
通
事
項
に
つ
い
て
の
提
言

  

2  

前
期
審
査
対
象
第
三
セ
ク
タ
ー

  

４
社
に
係
る
提
言

  

3  

さ
ら
な
る
人
口
減
少
を
視
野
に

入
れ
た
経
営
基
盤
の
強
化
に

つ
い
て

  

4  

秋
田
県
や
合
併
前
の
旧
町
と
の

申
し
合
わ
せ
事
項
な
ど
に

つ
い
て

　
こ
の
中
よ
り
「
1
第
三
セ
ク
タ
ー
全

般
に
係
る
共
通
事
項
に
つ
い
て
の
提
言
」

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
指
定
管
理
の
基
本
要
素
で
あ
る

設
置
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
　
指
定
管
理
者
制
度
に
お
い
て
は
、

　
　
施
設
の
設
置
の
根
拠
、
管
理
の
方

　
　
法
に
つ
い
て
は
自
治
体
の
条
例
に

　
　
基
づ
い
て
行
う
と
さ
れ
て
お
り
ま

　
　
す
が
、
条
例
の
制
定
時
と
現
況
の

　
　
事
業
な
ど
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る

　
　
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
立
の

　
　
意
義
な
ど
に
立
ち
返
り
条
例
を
見

　
　
直
し
す
る
こ
と
。

②
　
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
の
趣
旨
で
あ

　
　
る
「
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
事

　
　
業
」
を
「
効
果
的
か
つ
効
率
的
」

　
　
に
達
成
す
る
目
的
や
、「
地
域
振

　
　
興
等
」
の
観
点
に
お
い
て
、
よ
り

　
　
柔
軟
な
発
想
で
条
例
の
趣
旨
の
達

　
　
成
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
民

　
　
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
で
」
の

　
　
原
則
に
従
い
譲
渡
な
ど
に
よ
り
活

　
　
性
化
を
図
る
こ
と
。

（
２
）
指
定
管
理
料
な
ど
の
見
え
る
化
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
は
「
公
共
性
・
公
益
性
」

に
お
い
て
住
民
福
祉
の
向
上
が
基
本
で

あ
り
、
そ
の
施
設
の
維
持
管
理
及
び
運

営
を
主
た
る
目
的
と
し
て
の
設
立
が
原

点
で
す
が
、
実
際
に
は
「
公
共
性
・
公

益
性
」
な
ど
条
例
の
趣
旨
を
超
え
、
民

間
企
業
と
同
種
の
事
業
経
営
を
行
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
そ
の
境
が
見

え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
形
態
が
、
委
託
者
で
あ
る

市
と
受
託
者
で
あ
る
事
業
者
双
方
の
責

任
の
所
在
を
曖
昧
に
し
、
緊
張
感
に
欠

け
る
一
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
責
任

の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
事
業
発
展
に

資
す
る
た
め
に
次
の
八
つ
の
点
を
踏
ま

え
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
を
求
め
る

も
の
で
す
。

①
　
市
は
最
大
株
主
と
し
て
、
事
業
者

　
　
自
ら
が
経
営
努
力
を
使
命
と
し
、

　
　
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に

　
　
す
る
た
め
に
、
事
業
者
の
や
る
気
・

　
　
意
欲
・
目
的
意
識
を
堅
持
し
継
続

　
　
さ
せ
る
こ
と
が
「
事
業
者
に
と
っ

　
　
て
の
適
正
な
利
益
」
に
つ
な
が
る

　
　
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
。

②
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
責
任
者
は

　
　
原
則
常
勤
と
し
、
民
間
の
経
営
ノ

　
　
ウ
ハ
ウ
を
有
し
、
結
果
責
任
を
含

　
　
め
経
営
に
関
す
る
全
体
的
な
責
任

　
　
を
負
う
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
登

　
　
用
す
る
。
ま
た
、
経
営
規
模
に
見

　
　
合
っ
た
必
要
最
小
限
の
人
員
で
業

　
　
務
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
の
人

　
　
材
育
成
の
充
実
を
図
り
、
シ
ン
プ

　
　
ル
で
有
機
的
な
組
織
形
態
に
な
る

　
　
よ
う
支
援
を
図
る
。

③
　
指
定
管
理
者
制
度
を
さ
ら
に
活
性

　
　
化
さ
せ
る
に
は
、「
企
業
は
利
益

　
　
を
上
げ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

　
　
が
基
本
」
と
の
観
点
か
ら
、「
社

　
　
内
留
保
」
に
つ
い
て
は
「
市
民
の

　
　
満
足
度
を
高
め
る
」
こ
と
を
原
則

　
　
に
許
容
す
る
と
共
に
、
指
定
管
理

　
　
料
の
「
見
え
る
化
」
を
図
る
。

④
　
光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

　
　
気
候
や
施
設
規
模
、
社
会
経
済
環

　
　
境
の
変
化
な
ど
に
よ
る
影
響
が
大

　
　
き
い
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
料
に

　
　
占
め
る
光
熱
水
費
を
精
算
制
に
す

　
　
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

⑤
　
指
定
管
理
業
務
の
収
支
を
明
確
に

　
　
把
握
す
る
意
味
で
、
利
益
と
一
般

　
　
管
理
費
、
間
接
経
費
の
明
確
な
資

　
　
料
を
作
成
し
、
前
述
④
の
影
響
回

　
　
避
に
努
め
る
こ
と
を
条
件
に
、
補

　
　
助
金
、
委
託
料
、
指
定
管
理
料
な

　
　
ど
を
問
わ
ず
事
業
者
の
財
政
負
担

　
　
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
明
記
す

　
　
る
。

⑥
　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
は
、「
公

　
　
共
性
・
公
益
性
」
の
趣
旨
を
超
え

　
　
民
間
企
業
と
同
種
の
経
営
形
態
も

　
　
あ
り
、
条
例
の
趣
旨
に
従
い
柔
軟

　
　
な
発
想
で
、
達
成
可
能
な
事
業
な

　
　
ど
に
つ
い
て
は
「
民
間
が
で
き
る

　
　
も
の
は
民
間
に
」
の
原
則
に
従
い
、

　
　
自
立
経
営
や
譲
渡
な
ど
に
よ
り
活

　
　
性
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
考
え

　
　
方
と
す
る
。

⑦
　
地
域
経
済
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
非
常
事
態

　
　
に
お
い
て
は
、
そ
の
経
営
実
態
の

　
　
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
逼
迫

　
　
す
る
事
業
へ
の
支
援
は
「
市
民
生

　
　
活
を
支
え
る
」
と
い
う
第
三
セ
ク

　
　
タ
ー
の
設
置
意
義
に
係
る
事
業
を

　
　
念
頭
に
十
分
に
精
査
し
行
う
こ
と
。

⑧
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
責
任
の
重

　
　
要
な
部
分
は
、
実
態
と
し
て
市
が

　
　
負
う
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
事

　
　
業
の
解
散
な
ど
に
係
る
重
要
な
手

　
　
続
き
に
つ
い
て
も
明
記
す
る
こ
と
。

（
３
）
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る

支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
現
在
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
係
る
市
の

所
管
は
、
総
務
部
、
農
林
水
産
部
、
商

工
観
光
部
及
び
各
総
合
支
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
の
行
政
目
的
で
あ
る
「
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
事
業
」
を
「
効
果
的
か

つ
効
率
的
」
に
達
成
す
る
た
め
に
、
設

立
さ
れ
た
法
人
の
最
も
重
要
視
す
べ
き

こ
と
は
「
迅
速
な
経
営
判
断
」
で
す
。

　
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
指
定
管

理
を
行
っ
て
い
る
施
設
の
修
繕
へ
の
対

応
や
経
営
に
か
か
る
「
報
告
・
連
絡
・

相
談
」
な
ど
を
受
け
る
市
の
窓
口
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
し
、
支
援
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
。

（
４
）
委
託
業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
委
託
業
務
を
追
加

す
る
手
法
が
散
見
さ
れ
、「
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
事
業
」
の
意
義
が
、
雇

用
対
策
へ
と
代
わ
り
、
そ
の
こ
と
が
目

的
化
さ
れ
て
い
る
感
が
し
ま
す
。
ま
た
、

業
務
の
煩
雑
化
に
よ
り
経
営
の
一
体
性

に
欠
け
る
な
ど
の
弊
害
も
あ
り
、
委
託

業
務
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

（
５
）
取
締
役
会
の
充
実
と

　
　
　
　
　
　
　人
材
育
成
に
つ
い
て

　
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
行
政
が
有
し
て

い
る
公
共
性
と
民
間
が
有
し
て
い
る
効

率
性
・
機
動
性
、
双
方
の
利
点
を
共
有

す
る
こ
と
で
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
が
、

責
任
あ
る
経
営
者
の
不
在
に
よ
り
企
業

と
し
て
の
使
命
で
あ
る
研
鑽
や
情
報
収

集
、
人
材
育
成
な
ど
の
企
業
努
力
の
低

下
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
は
最
大
株
主
と

し
て
、
取
締
役
会
と
連
携
し
、
機
能
充

実
や
人
材
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

第三セクター調査特別委員会中間報告

第
三
セ
ク
タ
ー
全
般
に
係
る

共
通
事
項
に
つ
い
て
の
提
言

■ 令和元年度 決算の内訳■ 令和元年度 決算の内訳

■ 令和元年度 主な事業 （整備事業費）■ 令和元年度 主な事業 （整備事業費）

整備事業費 4億8721万円

こどもプラザあおぞら西目こども園

整備事業費 3億3912万円

歳  入 歳  出

市税
82億6383万7千
（17.1%）

繰入金
14億785万6千
（2.9%）

諸収入ほか
20億3297万4千
（4.2%）

繰越金
22億6162万6千
（4.7%）

国庫・
県支出金
96億6228万9千
（20.1%）

市債
40億9700万
（8.5%）

地方消費税
交付金ほか
22億6471万8千
（4.8%）

総務費
59億3249万4千
（12.9%）

民生費
139億8249万3千
（30.3%）

農林水産業費
37億8644万9千
（8.2%）商工費

11億2480万
（2.4%）

土木費
52億2636万4千
（11.3%）

消防費
19億4630万2千
（4.2%）

教育費
44億5026万3千
（9.6%）

公債費
60億7945万
（13.2%）

その他
36億1016万7千
（7.9%）

■市税
■繰入金
■繰越金
■諸収入ほか

■地方交付税
■国庫・県支出金
■市債
■地方消費税交付金ほか

自主財源

依存財源

（単位：円）

（２８．９％）

（７１．１％）

＜主な内訳＞

　総務費：施設の管理、地域づくり、人件費など

　民生費：社会福祉、児童福祉、生活保護など

　公債費：市が借りたお金の返済

地方交付税
181億2981万7千（37.7%）

3 由利本荘市議会だより  第62号（9月定例会）
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市民まつり実行委員会
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進期成同盟会総会（山形県）
北部学校給食センター竣工式
秋田県市議会議長会定例会（鹿角市）

戦没者追悼式
国道７号下浜道路建設促進期成同盟会通常総会
秋田県総合防災訓練

由利本荘市功労者選考委員会
石綿喜代隆氏瑞宝単光章受章記念祝賀会
都市計画審議会
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進大会（山形県）
由利組合総合病院運営委員会

７月

８月

９月

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

15,740円
（2件）

3,000円
（1件）

10,000円
（1件）

40,000円
（2件）

0円
（0件）

0円
（0件）

市議会からのお願い
　新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止のため、傍聴の際には手指

消毒、マスクの着用、体温の計測に

ついてご協力ください。

 ２日
９日

１４日

４日
１８日
１９日
２０日

２７日

３１日

１日
２日
３日
４日

７日
１０日
１５日

１８日

２５日

７月

８月

９月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
第三セクターに係る調査特別委員会

第三セクターに係る調査特別委員会
第三セクターに係る調査特別委員会
産業経済常任委員会協議会
議会運営委員会
会派代表者会
本会議（開会）
議会全員協議会
第三セクターに係る調査特別委員会現地調査

第三セクターに係る調査特別委員会現地調査
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
議会運営委員会
本会議（一般質問）
決算審査特別委員会
ＩＴ化推進幹事会報告会
委員会（議案審査）決算審査特別委員会　～９日
決算審査特別委員会（主査会議）
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
風力発電に係る幹事会報告会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会報告会「市民と語る会」実行委員会
議会報編集特別委員会

９

月

定

例

会

　令和２年９月定例会を８月２７日から９月１８日ま

での２３日間の会期で開催しました。

　市提出案件は５０件で、令和元年度各会計決算

認定、人事案件、条例関係、契約締結、令和２年

度補正予算などを審議し、原案のとおり認定、同

意、承認、可決したほか、請願２件を採択、継続

審査中の陳情を含む陳情３件のうち１件をみなし採

択、１件を不採択、１件を継続審査としました。

　また、議員発案２件のうち１件を原案のとおり

可決、１件を継続審査とし、委員会発案（意見書

提出）２件を原案のとおり可決しております。

総 … 総務常任委員会

教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会

建 … 建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表している

ものです。

９月定例会

議論の中からピックアップ

議長交際費議長交際費

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌
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産地緊急支援対策事業

問 　支援内容は。

答 　７月２６日からの大雨により、冠水・浸水

被害を受けた水田の水稲の病気発生予防に

係る薬剤購入費、そばの再播種に係る種子

購入費を補助。補助率１／２以内。

　大雨による冠水・浸水被害を受けた水稲及び
そばが対象になります。 産

芋川氾濫長坂地内

（７／１～９／３０）

８日
１０日
１５日

１６～１７日

１９日

３０日

１７日
１９日
２３日
２６日
３０日

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１５１６ ２１

２２ ２６ ２７

２９ ５２ ３ ４

２８

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

１２／１

１２

１３

６

１６１５ １７ １９

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

１８１７

７ ８ ９ １０
常任
委員会

１１

２０　１１月２０日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３０

常任
委員会

１４
本会議
（閉会）

１８

７月、９月の豪雨災害復旧工事

問 　２回にわたる復旧工事の規模は。

答 　市が実施する豪雨に伴う災害復旧工事につ

いては、７月豪雨は本荘地域から北部、９月

豪雨は東由利・鳥海地域を中心に、合わせて

２４３カ所となるが、その内訳は河川７１カ所、

道路１７２カ所となっており、補正対応分とし

て総額３億４１００万円の事業規模となった。

　７月及び９月豪雨に伴う災害復旧を行います。

建

インフルエンザ予防接種

問 　助成対象と助成額は。

答 　新型コロナウイルスと同時期の流行が懸

念されており、医療現場の負担軽減を目的

に、乳幼児から６４歳を任意予防接種の対

象に、６５歳以上を定期予防接種の対象と

し、１回につき千円を助成する。

　感染症等予防対策事業として助成します。

教

県外大学生等応援事業

問 　対象者は。

答 　本市出身で新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、帰省も出来ず頑張っている県外

の大学生・短期大学生・専門学校生などに

ふるさと農畜産品を贈り、新型コロナに負けな

いように皆さんを応援する事業。申請が必要。

　県外大学生などにふるさと農畜産品を贈ります。

産

　市議会では、地域の皆さまより市政や市議会
に対するご意見などを聞く機会として、毎年春
季に議会報告会「市民と語る会」を開催してい
ます。
　今年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、開催を延期しておりましたが、
中止することといたしました。

令和２年　議会報告会「市民と語る会」
中　　止　　の　　お　　知　　ら　　せ

令和２年　議会報告会「市民と語る会」
中　　止　　の　　お　　知　　ら　　せ

　本会議でどんなことがどのように話し合われているの

か、様々な手段で知ることができます。皆さんの暮らし

に直結していることばかりです。ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は１１／３０～１２／１８ ◀

★議会を傍聴！ライブで！
★ケーブルテレビで生中継
★会議録で読む

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）
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地域工業振興事業

問 　設置場所と実施主体は。

答 　柔軟な働き方を推進するワークスタイル

で、勤務先以外の場所に設置するオフィスを、

県立大隣の本荘由利産学共同研究センター

内に整備する事業への補助。本荘由利産学

振興財団が実施主体となり、４社程度の誘

致を目指している。

　サテライトオフィス整備事業に補助します。

産

帰国者・接触者外来の設置期間

問 　いつまで延長するのか。

答 　感染者が減少しつつあると毎日のように報

道されるが、未だ収束には至らず、来年の

３月末まで延長する。現在は毎週水曜日に

開設しており、由利本荘保健所からＰＣＲ

検査依頼のあった軽症患者を、ドライブス

ルー方式で唾液採取する。

　新型コロナウイルスの収束が見通せず、延長
します。 教

ロタウイルス予防接種定期化

問 　なぜ定期化するのか。

答 　ロタウイルスは、感染性胃腸炎の原因とな

るウイルスの１つで、乳幼児期にかかりやす

く、感染するとまれに脳や腎臓に影響を及

ぼすとされており、予防接種法施行令の一

部を改正する政令が公布され、８月１日以降

に生まれた０歳児の予防接種に全額助成す

る。

　１０月から定期接種を開始します。 教

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤　勇
（市民創風）

伐
期
を
迎
え
た
森
林
へ
の
対
応

と
再
造
林
の
状
況
は
。

市
で
は
、
樹
齢
50
年
の
人
工
林

に
つ
い
て
は
皆
伐
再
造
林
を
推

進
し
て
い
る
。

　
民
有
林
の
再
造
林
率
は
令
和
元
年
度

で
約
29
％
で
あ
り
、
所
有
者
の
経
費
の

面
で
進
ま
な
い
状
況
だ
が
、
県
が
主
催

す
る
「
再
造
林
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
に
参
加
し
、
低
コ
ス
ト
造
林

と
伐
採
後
の
植
栽
を
促
進
し
て
い
く
。

市
の
森
林
・
林
業
の
施
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

問答

林
業
専
用
道
路
の
開
設
に
つ
い

て
。

矢
島
地
域

な
か   

か
い   

ば
み

中
貝
喰
地
区
の
道
路

整
備
は
、
立
石
部
落
会
長
よ
り

要
望
を
受
け
て
い
る
。
当
路
線
は
、
計

画
幅
員
３
・
５
㍍
、
延
長
２
５
０
０
㍍

の
事
業
量
で
あ
り
、
県
が
事
業
主
体
と

な
る
林
業
専
用
道
で
の
整
備
の
可
能
性

な
ど
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問答

各
地
域
の
資
料
館
や
美
術
館
は
、

築
25
年
以
上
経
過
も
多
く
、
特

に
本
荘
郷
土
資
料
館
は
築
38
年
で
老
朽

化
も
進
み
収
蔵
庫
も
飽
和
状
態
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
平
成
27
年
に
「
検
討
委
員

会
」を
設
置
し「
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

機
能
を
有
す
る
資
料
館
な
ど
の
施
設
整

備
検
討
に
向
か
う
べ
き
」
と
の
意
見
を

基
に
、
昨
年
「
歴
史
文
化
拠
点
施
設
整

備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
施
設
整

備
基
本
方
針
の
策
定
に
向
け
協
議
を
進

め
て
い
る
。

答

歴
史
資
料
館
建
設
に
つ
い
て
。

市
の
文
化
財
行
政
に
つ
い
て

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
解
雇
・
雇
い
止
め
の
状

況
は
。
ま
た
、
影
響
を
受
け
た
勤
労
者

に
対
す
る
給
付
や
融
資
な
ど
、
そ
こ
に

働
く
方
へ
の
様
々
な
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
と
、
本

市
で
は
秋
田
市
に
勤
務
し
て
い

た
方
を
含
め
39
名
の
解
雇
・
雇
い
止
め

の
状
況
と
伺
っ
て
い
る
。

　
市
で
は
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
が
さ
ら
に
長
期
化
す
る
こ
と

も
想
定
し
、
引
き
続
き
効
果
的
な
事
業

者
支
援
策
や
事
業
継
続
の
下
支
え
と
と

も
に
、
勤
労
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。 岡見善人

（無所属）

問答 解
雇
や
雇
い
止
め
の
状
況
と

　
　
　
　
　
　そ
の
対
応
策

大
内
、
東
由
利
、
松
ヶ
崎
、
石

沢
地
区
な
ど
光
フ
ァ
イ
バ
の
未

整
備
地
域
の
整
備
方
針
は
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
主
体
と
な
る
「
民
設

民
営
」
方
式
に
よ
り
整
備
す
る

が
、
こ
れ
に
よ
り
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
市
内
全
域
で
の
光
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
実
現
す
る
。

　
ま
た
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
収
支

の
悪
化
も
見
据
え
、
事
業
の
廃
止
も
視

野
に
入
れ
、
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

問

答

光
フ
ァ
イ
バ
未
整
備
地
域
の

整
備
方
針
と
そ
れ
に
関
連
す
る

事
業
へ
の
影
響
は

　
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業

へ
の
影
響
も
想
定
さ
れ
る
が
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
そ
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
コ
ロ
ナ
禍

に
限
ら
ず
、
自
然
災
害
時
の
対

応
や
、
新
た
な
学
習
支
援
に
も
つ
な
が

る
可
能
性
を
秘
め
た
、
重
要
な
ツ
ー
ル

で
あ
る
。

　
今
後
、
社
会
基
盤
と
し
て
の
通
信
環

境
の
進
展
な
ど
に

も
注
視
し
な
が
ら
、

県
の
事
業
も
活
用

す
る
と
と
も
に
教

育
委
員
会
と
学
校

が
十
分
に
連
携
し
、

進
め
て
い
く
。

問答 オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
モ
ー
ト

　
　
　
　
　学
習
の
促
進
を

感染防護服セット

答 　新型コロナウイルス感染症の傷病者や濃厚

接触者、感染が強く疑われる傷病者に対応す

る場合に着用する感染防護服セットのほか、Ｎ

９５防護マスク、非接触式赤外線温度計、消

毒用エタノール、手指消毒用アルコール、ディ

スポ手袋、サージカルマスクを購入する。

問 　具体的には何を購入するのか。

　感染症患者搬送時資機材の補完及び備蓄と
して購入します。

消防用感染防止対策用
資機材購入事業

総

除雪ドーザの購入契約

問 　落札率が５８ .４％と低いが、契約にあたっ

ての設計（予定）価格はどのように算定した

のか。

答 　設計価格及び予定価格の算出にあたって

は、事前にメーカーから参考見積りをもらい、

予定価格を３３５０万８２００円とした。今回落

札業者含め５社を指名した結果、コマツ秋田

株式会社由利支店が１９５８万円で落札した。

　老朽化した除雪ドーザを更新します。 建

光ファイバ整備事業

問 　市内全域で整備されるのか。

答 　民間事業者による光ファイバ未整備地域が

あった大内地域、東由利地域、及び本荘地

域の石沢地区、松ヶ崎地区の整備に対し国

庫補助金などを活用しながら整備費用の一部

を負担するものである。これにより、光ファ

イバ未整備地域の解消が図られる。

　光ファイバ未整備地域の解消が図られます。

総

設置場所の本荘由利産学共同研究センター

老朽化が進む本荘郷土資料館


